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に  にこにこ笑顔で い いつもみんなで つ 紡ぎ繋げる心で に 日本一をめざすのだ 

君は壁の向こうが見えるかい？ 
＜全校朝会(R6.5.7)校長講話概要＞ 

  どんなＧＷだったでしょうか。部活動の練習会や大会等に参加し

た、家族でゆっくり過ごした、旅行に出かけた、などなどそれぞれ

の有意義なＧＷだったことでしょうが、楽しいことはあっという間

に過ぎ去るものです。 

学校に行きたくないなあ、と思った人も少なからずいたことと想

像しますが、いやいや学校はこれからが本番です。 

 

先週、定期的に実施している学校生活アンケート「こころのとび

ら(心の扉)」の今年度第１回目を実施しました。私が最も注目して

いる項目の「学校生活は楽しいですか？」の肯定的回答割合は、残

念ながら全校で 100％ではありませんでした。これから、100％にで

きるように、みんなで一緒に頑張ることを最大の目標としましょう。 

 

さて、今年度の教育ビジョンで、生徒の人間形成の「根っ子」の

部分である、基本的生活習慣の確立・規範意識の醸成に向けての栄

養素として、７つの項目を掲げました。『あいさつ』『メディア・コ

ントロール』『モラル・マナー』『睡眠・食事』『親切・やさしさ』『奉

仕』『体力』の７つです。今回は、その中の「親切・やさしさ」につ

いての話をします。 

 今回例示したイラストは、背の高さが違う３人の子どもが、壁（フ

ェンス）越しに野球観戦をしている姿です。これは、主に、「平等」

と「公平」の違いや、特別支援教育の「合理的配慮」の考えを説明

する場合によく使われる有名なイラストです。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

配慮する側が客観的に過剰な

負担を強いられるような配慮だ

ったり、その配慮が法やモラル

に反するような場合は別にして、

常に自分以外の人間に「配慮」

できる「親切・やさしさ」のあ

る人間に育ってほしいものです。 

壁の向こう側の景色を自分だけが見られて他の人間が見られない

ことに無関心ではなく、壁の向こうの景色をみんなが見られるよう

にするためにはどうあるべきか、なのです。そのためには、自分自

身がどんな人間とも“壁”をつくらないこと。これが先決でしょう。 


